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「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
辞
書
に

よ
れ
ば
、「
い
ろ
い
ろ
な
物
が
無
秩
序
に
入
り
ま
じ
っ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
さ
ま
」（
デ
ジ
タ
ル
大

辞
泉
）と
あ
る
。「
無
秩
序
」の
表
現
が
示
す
よ
う
に
、

望
ま
し
い
状
況
を
示
す
言
葉
で
は
な
く
、「
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
に
し
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
否
定
的
な
文
脈
で

使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

し
か
し
、
最
近
で
は
、
む
し
ろ
目
指
す
べ
き
状
態

と
し
て
、「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
と
い
う
表
現
が
聞
こ
え

て
く
る
。
竹
本
鉄
雄
・
雄
谷
良
成
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

－

社
会
福
祉
法
人
佛
子
園
が
「
ご

ち
ゃ
ま
ぜ
」で
挑
む
地
方
創
生
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

や
濱
野
将
行
『
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
で
社
会
は
変
え
ら
れ

る

－

地
域
づ
く
り
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
話
』（
ク
リ
エ
イ

ツ
か
も
が
わ
）
で
は
、
本
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
著
書
で
は
、「
時
に
は
若
い
力
が
必
要

だ
し
、
時
に
は
専
門
職
の
人
の
力
が
必
要
だ
し
。
時

に
は
子
ど
も
の
、
働
き
世
代
の
、
高
齢
者
の
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
力
が
必
要
で
す
」（
濱
野
著
）
と
、

い
り
ま
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
福
祉
や
ビ
ジ
ネ
ス
、

最
終
的
に
は
地
域
社
会
全
体
の
あ
り
方
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
。

筆
者
も
、
農
山
漁
村
の
現
場
を
歩
く
と
き
、
そ
の

よ
う
な
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。

多
く
の
場
合
、
公
民
館
や
カ
フ
ェ
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

な
ど
の
交
流
の
拠
点
が
あ
り
、
そ
こ
に
多
彩
な
人
々

が
、
気
兼
ね
な
く
訪
れ
、
対
話
し
、
時
に
は
新
し
い

ア
ク
シ
ョ
ン
の
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
が
、

し
ば
し
ば
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
と
称
す
る
取
組
の

「
に
ぎ
や
か
」
と
い
う
印
象
は
、
こ
の
よ
う
な
場
か

ら
溢
れ
出
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
は
、
各
地
で
課
題
と
な
っ

て
い
る
関
係
人
口
の
呼
び
込
み
を
考
え
る
と
き
に
も

重
要
で
あ
る
。
関
係
人
口
が
地
域
住
民
と
つ
な
が
る

と
き
に
必
要
な
条
件
は
、
地
域
の
中
で
、
世
代
が
異

な
る
住
民
や
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
人
々
が
ま
じ
り

合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
か
ら
、
若
い
世
代

と
中
高
年
世
代
の
交
流
も
で
き
な
い
よ
う
な
地
域

が
、
外
か
ら
く
る
人
々
と
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す

の
は
無
理
な
話
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

今
ま
で
は
、
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

整
然
と
分
け
る
こ
と
が
指
向
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
方

が
効
率
的
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、今
で
は
、む
し
ろ
地
域
の
中
に
あ
え
て
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
の
場
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

に
よ
り
、
新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
、
そ
し
て
活
動
や

組
織
の
持
続
性
が
保
た
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

降り注ぐ美に酔いしれる（和歌山県日
ひ

高
だか

川
がわ

町
ちょう

）

写真キャプション
みやまの里森林公園にある日
本一長い 1,646 ｍの藤棚ロ
ード。毎年４月中旬から５月
初旬にかけて藤の花が咲き誇
る。高低差 96ｍの階段を登
ったところにある展望台から
は、薄紫と白に彩られた藤棚
ロードと壮大な椿山ダムを一
望できる。

「
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
」
の
効
用

明
治
大
学
農
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授

小お
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政
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随�

想

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
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自
治
行
政
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行
政
経
営
支
援
室
長　

君
塚　

明
宏
��
⑵

多
良
間
村
の
伝
統
文
化
・
工
芸
品
と
そ
の
継
承
＝
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縄
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⑹
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⑾

明
る
く
元
気
な
町
・
安
心
し
て
住
め
る
町
・
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
夢
を
持
て
る
町
を

　

目
指
し
ま
す
。
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�
香
川
県
直
島
町
長　

小
林　

眞
一
�
⑿
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

急
激
に
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
地
域
Ｄ
Ｘ
）

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

地
域
Ｄ
Ｘ
に
は
、
自
治
体
行
政
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
（
自
治
体
Ｄ
Ｘ
）
と
地
域
社
会
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
地
域
社
会
Ｄ
Ｘ
）
の
側
面

が
あ
る
。
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
や
行
政
内
部
の
デ
ー
タ
連
携

等
を
通
じ
、
住
民
の
利
便
性
向
上
と
業
務

の
効
率
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
社

会
Ｄ
Ｘ
は
、
医
療
、
保
育
、
交
通
、
観
光

等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
総
務
省
が
進
め
て
い
る
自

治
体
Ｄ
Ｘ
の
う
ち
、
自
治
体
窓
口
な
ど
住

民
と
の
接
点
（
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
）
を
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
改
革
す
る
「
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
」
に
つ
い
て
最
近
の

動
向
と
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私

見
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
る
。

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の

概
要
概
要

こ
れ
ま
で
の
効
率
化
は
、
シ
ス
テ
ム
導

入
に
よ
る
情
報
処
理
の
集
約
化
・
効
率
化

と
い
う
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
住
民
と
の
接
点
を
改
革
す
る
こ
と

に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
と
住
民
利
便
性

の
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
自
治
体

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
狙
い
で
あ
る
。

（
資
料
１
）

改
革
の
ポ
イ
ン

ト
は
大
き
く
次
の

3
点
と
な
る
。

⑴�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
活
用

に
よ
る
接
点
の

多
様
化
・
充
実

化ま
ず
、
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
を
有
効

活
用
し
、
対
面
・

非
対
面
の
対
応
を

適
切
に
組
み
合
わ

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な

住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
接
点
の
多
様

化
と
充
実
化
が
重

要
で
あ
る
。

例
え
ば
、
自
宅

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
簡
単
に
オ
ン

ラ
イ
ン
手
続
き
が

で
き
、
必
要
に
応

じ
て
チ
ャ
ッ
ト
等

で
問
い
合
わ
せ
が

可
能
、
来
庁
し
た
い
と
き
も
、
予
約
シ
ス

テ
ム
で
待
た
ず
に
手
続
き
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
く
。
ま
た
、
近
場
に
あ
る
郵
便

局
や
公
民
館
に
リ
モ
ー
ト
窓
口
を
設
け
、

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
の
行
政
手
続
き

や
庁
舎
職
員
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
可

▲
資
料
１　

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
狙
い

改革の
コンセプト

①マイナンバーカードの活用で
住民との接点の多様化・充実化

②データ対応の徹底で
 窓口業務等の改善

③庁舎空間は、単なる手続きの場所
から多様な主体との協働の場へ

リモート窓口を活用し、
行政手続き(オンライン申請)をサポート
本庁職員とリモート相談も

A 自宅で
・来庁せずにオンラインで手続き完結
・来庁したい時も自宅で簡単予約

B 近場で

郵便局 公民館

ⅰ 自宅で予約

0123456789ABCDEF

氏氏名名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住住所所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

11223344

2025年 3月31日まで有効

性性別別 女

□□市長

ⅱ スマホからオンライン申請
困った時はチャット

(有人・ボット)で相談
マイナンバーカード
で本人確認

0123456789ABCDEF

氏氏名名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住住所所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

11223344

2025年 3月31日まで有効

性性別別 女

□□市長

住民スペースの拡大
住民が集う協働の場
行きたい場所へ

集約化した
ワンストップ窓口

処理状況をデータで見える化
・BIツールで分析

データに基づく改善
（データドリブンな行政運営）

C 庁舎で

総合案内
予約システム

イメージ ～各自治体の実情に応じた創意工夫で、新しいフロントヤード（住民と自治体の接点）を～

データ処理のための
バックヤードは集約化

手続きのための記載台・専用カ
ウンターを削減

業務の効率化・人的配置の最
適化により、職員の時間を確保

→ 相談・交流や企画立案などき
め細やかな対応へ

丁寧な
相談対応

0123456789ABCDEF

氏氏名名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住住所所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

11223344

2025年 3月31日まで有効

性性別別 女

□□市長

D 自治体と住民との接点の充実化 マイナンバーカードの更なる利活用シーンの拡大

セルフ端末

自治体フロントヤード改革が目指すもの

(例)・地域公共交通における利用

紙ではなくデータ対応
（対面でもタブレット活用）

2024年（令和 6年） 4月15日　2第3277号

政　策

自治体フロントヤード改革の推進自治体フロントヤード改革の推進

総務省 自治行政局 行政経営支援室長　君塚 明宏総務省 自治行政局 行政経営支援室長　君塚 明宏

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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能
に
す
る
。
庁
舎
に
お
い
て
も
、
簡
単
な

手
続
き
は
セ
ル
フ
端
末
で
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
申
請
書
へ
の
記
載
の
必
要
が

な
い
「
書
か
な
い
窓
口
」、
各
種
手
続
き

を
1
カ
所
で
終
わ
ら
せ
る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
」
の
設
置
や
個
別
ブ
ー
ス
に
お
け

る
丁
寧
な
相
談
対
応
も
可
能
と
す
る
こ
と

等
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、
本

人
確
認
が
必
須
と
な
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が
大
き
く
進
ん
だ
こ

と
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
、
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
基
盤
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

と
も
、
住
民
生
活
に
近
い
と
こ
ろ
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
さ
ら
な
る
利
活
用

シ
ー
ン
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

⑵�

デ
ー
タ
対
応
の
徹
底
に
よ
る
窓
口
業
務

の
改
善

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
し
て
も
、
改
め
て

窓
口
で
申
請
書
を
書
く
こ
と
や
、
手
続
き

の
途
中
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
書
類
へ

の
記
入
手
続
き
が
入
る
な
ど
、
デ
ー
タ
と

ア
ナ
ロ
グ
が
併
存
す
る
「
ダ
ブ
ル
ト
ラ
ッ

ク
」
と
な
っ
て
は
、事
務
処
理
は
減
ら
ず
、

業
務
効
率
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
と

な
る
。

こ
の
た
め
、
対
面
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

を
活
用
し
た
デ
ー
タ
で
の
入
力
や
、
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
処
理
ま
で
の
一
貫
し
た
デ
ー
タ

連
携
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
化

に
よ
り
手
続
き
の
処
理
状
況
や
待
ち
時
間

な
ど
も
数
値
化
さ
れ
て
、「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
窓
口
業
務
の

改
善
・
さ
ら
な
る
効
率
化
に
つ
な
げ
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
。

⑶�

庁
舎
空
間
は
、
単
な
る
手
続
き
の
場
か

ら
多
様
な
主
体
と
の
協
働
の
場
へ

以
上
の
よ
う
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
業
務
効
率
化
や
人
的
配
置
の
最
適

化
に
よ
り
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
庁
舎

空
間
に
つ
い
て
も
動
線
の
改
善
だ
け
で
な

く
、
申
請
書
記
載
台
の
撤
去
・
削
減
に
よ

る
住
民
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
な
ど
の
見
直
し

も
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
住
民
や
地
域
社
会
を
担

う
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
集
い
や
す
く
な
る

と
と
も
に
、
自
治
体
側
も
庁
舎
内
に
お
け

る
相
談
・
交
流
や
企
画
立
案
、
さ
ら
に
は

庁
舎
外
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
業
務
に

も
注
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
、
地
域
社
会
の
変
革
に
結
び
つ
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
課
題

自
治
体
に
お
け
る
窓
口
業
務
改
革
の
状

況
を
見
る
と
、
書
か
な
い
窓
口
や
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
別
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
等
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
が
あ
り
、
各
自
治
体
の
創
意

工
夫
の
も
と
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
進
捗
は
自
治
体

の
規
模
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
お

り
、
政
令
市
、
特
別
区
や
中
核
市
と
い
っ

た
大
き
な
自
治
体
で
は
導
入
が
進
ん
で
い

る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
一
般
市
や
町
村

に
な
る
と
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。（
資
料
２
）

ま
た
、
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を

導
入
し
て
い
る
団
体
に
お
い
て
も
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
の
み
、
書
か
な
い
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
み
」
と
い
っ
た
個
別
ツ
ー

ル
の
導
入
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
改
革
の
意
義
の
浸
透
と
ノ
ウ

ハ
ウ
の
共
有
が
重
要
で
あ
る
。
前
者
に
つ

い
て
言
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入

は
改
革
の
目
的
で
は
な
く
手
段
で
あ
り
、

窓
口
で
の
住
民
や
職
員
の
困
り
ご
と
を
解

決
す
る
た
め
に
業
務
そ
の
も
の
を
見
直

し
、
そ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す

る
、
と
い
う
あ
る
べ
き
姿
を
首
長
か
ら
最

前
線
の
職
員
ま
で
共
通
認
識
と
し
て
持
つ

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
自
治
体

の
規
模
が
小
さ
く
な
る
と
、
職
員
の
数
も

少
な
く
、
改
革
の
必
要
性
は
感
じ
て
も
、

ど
う
改
革
を
進
め
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
、
考
え
よ
う
に
も
日
々
の
業
務
に
忙
殺

さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
現
状
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
に
お
け
る

優
良
事
例
を
活
用
し
や
す
い
、
個
々
の
自

治
体
に
落
と
し
込
み
や
す
い
形
で
共
有
す

▲

資
料
２　

フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
取
組
状
況
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る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革

支
援
事
業

支
援
事
業

令
和
5
年
度
補
正
予
算
で
は
、
前
述
の

「
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
」
を
軸
と
し
た
取
組

の
横
展
開
を
目
的
と
し
た
「
自
治
体
フ
ロ

ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
支
援
事
業
」（
10
・
2

億
円
）
が
計
上
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、

①�

人
口
規
模
別
の
総
合
的
な
改
革
モ
デ

ル
と
先
駆
的
な
改
革
モ
デ
ル
事
例
を

創
出
し
、
そ
の
際
、
住
民
利
便
性
と

業
務
効
率
化
に
関
す
る
成
果
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
定

②�

総
合
的
な
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の

ノ
ウ
ハ
ウ
（
手
順
書
）
の
作
成
・
提

供
、
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に
関
す

る
取
組
状
況
の
見
え
る
化
、
効
果
的

な
成
果
指
標
の
検
討
・
分
析
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

と
同
時
に
改
革
の
効
果
の
実
証
を
行
い
、

全
国
的
な
横
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

⑴�

総
合
的
な
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
モ
デ

ル
の
構
築

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
事
業
見
直
し

（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）
か
ら
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
ま
で
一
連
の
取
組
に
よ
る
利
便
性
向
上

と
業
務
効
率
化
、
速
や
か
な
横
展
開
が
可

能
な
汎
用
性
、
そ
の
先
を
見
据
え
た
先
進

性
、
等
の
観
点
か
ら
、
全
国
か
ら
数
多
く

の
意
欲
的
な
提
案
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
か

ら
12
団
体
が
選
定
さ
れ
た
が
、
規
模
で
言

え
ば
小
規
模
な
過
疎
地
域
か
ら
政
令
市
ま

で
、
態
様
で
言
え
ば
離
島
を
有
す
る
自
治

体
や
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
多
様
な
自
治
体
に

お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
書
か
な
い

窓
口
、
リ
モ
ー
ト
窓
口
等
の
フ
ロ
ン
ト

ヤ
ー
ド
の
取
組
だ
け
で
な
く
、
デ
ー
タ
連

携
や
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
業
務
集
約
化
、

デ
ー
タ
分
析
を
基
に
し
た
業
務
改
善
、
さ

ら
に
は
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
ま
で
非
常

に
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
な
っ
て
い

る
。（
資
料
３
）

町
村
に
つ
い
て
は
、
人
口
規
模
1
万
人

未
満
の
モ
デ
ル
団
体
と
し
て
北
海
道
上
川

町
、
鹿
児
島
県
瀬
戸
内
町
、
人
口
1
万
人

～
5
万
人
未
満
の
モ
デ
ル
団
体
と
し
て
三

重
県
明
和
町
、
先
駆
的
取
組
の
周
辺
自
治

体
と
の
連
携
モ
デ
ル
団
体
と
し
て
三
重
県

紀
北
町
の
4
団
体
が
選
定
さ
れ
た
。（
資

料
４
）

⑵
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
取
組
の
横
展
開

さ
ら
に
、
改
革
の
取
組
の
横
展
開
に
向

け
、
モ
デ
ル
事
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
改

革
の
プ
ロ
セ
ス
や
効
果
等
を
手
順
書
と
し

て
わ
か
り
や
す
く
と
り
ま
と
め
、
普
及
啓

発
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ト

ヤ
ー
ド
改
革
に
関
係
す
る
手
順
書
と
し
て

は
、
自
治
体
の
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
の
取
組
方
針
や
作
業
手
順
等
を
示
し

た
「
自
治
体
の
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
に
係
る
手
順
書
」（
令
和
5
年
1
月
20

▲

資
料
３　

自
治
体
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
モ
デ
ル
事
業
一
覧

フロントヤード改革モデルプロジェクト モデル自治体一覧

人口
～1万人

北海道 上川町 0.3万人
○オンライン申請や窓口の統合、窓口案内システム等の導入

により窓口に拘束される職員を減らし企画業務に振分け

鹿児島県 瀬戸内町 0.8万人
○オンライン申請やリモート窓口、郵便局への委託等により

３つの有人離島でも行政サービスを提供

高度な
データ分析

山形県 酒田市 9.7万人 ○システムから取得したデータのダッシュボード化・分析、
多様なKPIの設定により継続的な業務改善プロセスを確立

静岡県 裾野市 4.9万人
○システムの処理記録と市民の声のデータベース化、分析結果

のダッシュボード化により日常的なサービス改善を実施

周辺自治体
との連携

三重県 紀北町 1.4万人 ○窓口の多様化やバックヤードとのデータ連携、委託可能業務
の外部委託の周辺自治体との共同運用・実施を目指す

バックヤード
の集約処理

東京都 八王子市 56.1万人
○支所機能を維持しつつ、データ対応・タスク管理により

各支所に審査業務等を調整配分し仮想的に業務を集約化

福岡県 北九州市 92.3万人
○事務集約処理センターを設置し定型・大量のバックヤード

業務を1カ所で集約処理（業務量の多い福祉分野を対象）

人口
1万～5万人

三重県 明和町 2.3万人
○子育て世代をターゲットに行政手続をデジタル完結

○徹底的なBPRによりバックヤード業務の20％削減を目指す

島根県 江津市 2.2万人
○オンライン申請、コミュニティセンターへのセルフ端末・

リモート窓口設置により公共交通空白区域の利便性向上

鹿児島県 指宿市 3.8万人
○「ぴったりサービス」を「書かない窓口」にも応用すること

でデータ・システムを統一化し全体的な業務を効率化

人口
5万～10万人

愛知県 みよし市 6.1万人
○汎用性の高いエンドツーエンド(申請～通知)のデジタル化

○改革による余剰スペースの交流エリアへの活用にも取組み

人口
10万～30万人

青森県 八戸市 21.9万人
○書かない・待たない・来ない窓口サービスの導入で申請手続

の40％をデジタル化し、将来的に連携中枢都市圏へ展開
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日
改
定
）
を
策
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

発
展
さ
せ
る
形
で
と
り
ま
と
め
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
団
体
の
自
主
的
な
改
革
を
促

進
す
る
た
め
に
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
に

関
す
る
取
組
状
況
の
「
見
え
る
化
」
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
。
各
団
体
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
令
和
5
年
4
月
1
日
時
点
で

の
状
況
を
調
査
し
、
と
り
ま
と
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
等

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
団
体
ご
と
の

状
況
や
取
組
の
進
捗
状
況
を
わ
か
り
や
す

く
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
の
成

果
指
標
に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
事
業
実
施

団
体
ご
と
に
設
定
し
、
検
証
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
成
果
を
測
る
た

め
に
有
効
な
指
標
の
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
個
別
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
政
策
と

し
て
の
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
を
進
化
さ

せ
る
た
め
に
効
果
的
な
成
果
指
標
の
検

討
・
分
析
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の

意
義
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活

用
し
て
、
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
業
務
効
率
化
を
図
り
、
人
的
資

源
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
フ
ロ
ン
ト

ヤ
ー
ド
改
革
は
、
住
民
と
の
接
点
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
の
取
組
で
あ
る
。
改
革
を

推
進
し
、住
民
の
方
か
ら「
役
所
が
変
わ
っ

た
」
と
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

取
組
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
地
域
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
は
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
が
、
一
朝
一
夕
で
為
し
得
る
も
の

で
は
な
い
た
め
、
計
画
的
な
取
組
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
末
に
策
定
し
た
、

「
人
材
育
成
・
確
保
基
本
方
針
策
定
指
針
」

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
点
や
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
点

を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
各
地
域
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｘ
推

進
体
制
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
と
な
る
と
町
村
を

は
じ
め
と
し
た
小
規
模
団
体
で
は
難
し
い

面
も
あ
る
。
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
市

町
村
と
連
携
し
、
全
国
津
々
浦
々
で
Ｄ
Ｘ

の
取
組
が
進
む
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
専
門
人
材
の
確

保
・
育
成
や
情
報
シ
ス
テ
ム
の
共
同
調
達

等
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
を
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
自
治
行
政
局�

行
政
経
営
支

援
室

電
話
：
０
３

-

５
２
５
３

-

５
５
１
９

メ
ー
ル
：�gyoukaku@

soum
u.

go.jp
▲

資
料
４　

４
町
事
業
概
要

【人口１万人未満】
北海道 上川町
（人口 0.3万人 人口密度 3.3人/㎢）

○ 小規模自治体に見合う窓口業務のオムニチャネル化
○ オンライン申請や窓口の統合、窓口案内システム等の導入により
窓口に拘束される職員を減らし、企画業務やアウトリーチ業務へリソース転換

○ パイロットオフィス設置で、フロントヤードとバックヤードのスペースをシームレス化
○ 庁舎を「手続きの場」から様々なコラボレーションが生まれる「越境共創の場」へ

【人口１万人未満】
鹿児島県 瀬戸内町
（人口 0.8万人 人口密度 35.7人/㎢）

○ 小規模自治体・離島における住民サービス向上
①オンライン申請、「書かない窓口」システム、「遠隔相談システム」を導入
②町内の多様な場所で公的業務を対応可能（オムニチャネル化推進）
→離島ターミナルでのリモート窓口、郵便局への証明書発行業務の委託など
③住民対象のデジタル活用の講座、体験イベントを通じ、町全体でＤＸを推進

【人口１万人以上５万人未満】
三重県 明和町
（人口 2.2万人 人口密度 554.1人/㎢）

○ 子育て世代（デジタルネイティブ世代）をターゲットとして、役場へ来なくとも
行政サービスを享受できる環境と子育てワンストップ窓口の環境を構築

○ 手続の簡素化により分かりやすい行政サービスを実施し、町民体験を向上
○ 徹底的なBPRによりバックヤード業務20％削減などの目標を設定
→子育て関係業務以外の他業務や周辺団体への横展開を目指す

○ 窓口の多様化やバックヤードとのデータ連携、委託可能業務の外部委託の
周辺自治体との共同運用・実施を目指す
① 支所に書かない窓口やオンライン窓口を導入
② 業務手順の共通化、共同アウトソーシング、各種ツールの共同利用を検討
→協議会を通じ、周辺自治体において、将来的に共同利用・運用を目指す

【先駆け（周辺自治体との連携型）】
三重県 紀北町
（人口 1.4万人 人口密度 56.9人/㎢）
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多
良
間
村
の
概
要

多
良
間
村
は
、
多
良
間
島
と
水
納
島
の
２

島
か
ら
な
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
先
島
諸
島

東
部
、
宮
古
列
島
に
位
置
し
、
東
を
宮
古
島
、

西
を
石
垣
島
に
囲
ま
れ
た
、
面
積
約
20
㎢
の

楕
円
形
の
島
で
す
。
隆
起
し
た
珊
瑚
礁
か
ら

な
る
島
の
た
め
、
沖
縄
で
よ
く
見
か
け
る
ハ

ブ
は
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
。

人
口
は
約
1
、
１
０
０
人
（
令
和
５
年
12

月
末
現
在
）、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
・
畜
産

を
主
と
す
る
第
一
次
産
業
が
盛
ん
で
、
特
に

特
産
品
で
あ
る
黒
糖
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
原
料
）

は
、
沖
縄
県
内
の
生
産
量
シ
ェ
ア
の
約
40
％

を
占
め
、全
国
一
の
生
産
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

島
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
宮
古
島
か
ら
琉
球

エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
が
１
日
２

便
、
多
良
間
海
運
に
よ
る
フ
ェ
リ
ー
た
ら
ま

Ⅲ
が
１
日
１
便
（
日
曜
・
荒
天
時
運
休
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
石
垣
島
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

は
、
現
在
の
日
本
ト
ラ
ン
ス
オ
ー
シ
ャ
ン
航

空
（
Ｊ
Ｔ
Ａ
）
の
前
身
で
あ
る
南
西
航
空
が

撤
退
し
て
以
来
、
開
通
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
令
和
６
年
１
月
22
日
よ
り
、
第
一
航

空
が
週
に
２
便
（
土
・
月
）
の
運
航
を
再
開

す
る
と
発
表
し
、
今
後
は
石
垣
島
か
ら
の
観

光
客
の
ア
ク
セ
ス
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

伝
統
行
事
を
非
常
に
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
も
特
徴
で
、
島
の
祭
紀
は
後
述
す
る
「
八

月
踊
り
」
を
含
め
、
小
さ
い
も
の
を
含
め
る

と
数
え
ら
れ
る
だ
け
で
も
20
～
30
以
上
あ

り
、
全
て
旧
暦
で
行
わ
れ
ま
す
。
各
行
事
は

年
長
者
・
年
少
者
が
一
緒
に
行
い
、
年
長
者

が
年
少
者
に
行
事
の
手
順
や
踊
り
、
唄
な
ど

を
伝
え
て
い
く
と
い
う
伝
統
が
代
々
続
い
て

い
ま
す
。

▲令和５年９月の仲筋字の組踊（忠臣仲宗根豊見親組）の一幕。

沖縄県

多良間村

多た

良ら

間ま

村そ
ん

沖
縄
県

多
良
間
村
の
伝
統
文
化
・

�

工
芸
品
と
そ
の
継
承
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八
月
踊
り
の
は
じ
ま
り

多
良
間
島
の
八
月
踊
り
は
、
い
つ
頃
か
ら

始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
詳
細
は
定
か

に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
本
来
の
名
称
が

「
パ
チ
ュ
ガ
ツ
ウ
ガ
ン
（
八
月
御
願
）」
と
称

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
鑑
み
る
と
、
か
な
り

古
い
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
首
里
王
府
よ
り
村
に
課

さ
れ
て
い
た
人
頭
税（
穀
物
や
反
物
等
）を
、

そ
の
年
の
旧
暦
七
月
ま
で
に
納
め
終
わ
り
、

翌
月
の
旧
暦
八
月
に
は
、
各
御
嶽
に
「
完

納
の
報
告
と
お
礼
」
を
述
べ
、「
来
年
の
豊

作
を
祈
願
」
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
、
御
嶽
の
神
前
で
舞
わ
れ
た
「
民
俗

踊
り
」
が
、
八
月
踊
り
の
起
源
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

当
初
は
、
獅
子
舞
や
棒
踊
り
、
キ
ネ
ツ
キ

踊
り
な
ど
、
人
々
の
生
活
に
根
差
し
た
「
民

俗
踊
り
」
が
多
く
舞
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
に
入
り
、
沖
縄

本
島
の
首
里
か
ら
影
響
を
受
け
た
「
古
典
踊

り
」
や
「
組
踊
」
が
多
良
間
に
も
伝
わ
り
、

そ
れ
ま
で
の
民
俗
踊
り
と
合
わ
せ
て
継
承
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
踊
り
の
衣
装
に
も
首
里
の

影
響
を
受
け
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

八
月
踊
り
の
準
備
と
開
催

八
月
踊
り
は
、
毎
年
旧
暦
の
八
月
八
日
か

ら
３
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
慣
例

と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

日
程
は
年
度
初
め
に

今
年
１
年
の
村
の
年

中
行
事
や
祭
り
の
予

定
を
決
定
す
る
場
で

あ
る
「
ニ
サ
イ
ガ
ッ
サ

定
例
会
」
で
正
式
に
決

定
さ
れ
ま
す
。「
ニ
サ

イ
ガ
ッ
サ
」
と
は
、
村

の
行
事
を
取
り
仕
切

る
男
性
た
ち
の
こ
と

で
す
。
多
良
間
村
の
行

事
予
定
は
全
て
「
仲

筋
」「
塩
川
」
と
い
う
各
「
字あ
ざ

」
ご
と
に
男

性
が
取
り
仕
切
り
、八
月
踊
り
も「
仲
筋
」「
塩

川
」
の
字
ご
と
に
分
か
れ
て
執
り
行
わ
れ
ま

す
。八

月
踊
り
は
、両
字
と
も
字
長
を
筆
頭
に
、

「
老
人
座
」「
中
老
座
」「
実
行
員
」
に
分
か

れ
て
お
り
、
こ
の
役
割
は
代
々
、
年
長
者
か

ら
年
少
者
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
踊

り
の
中
心
と
な
る
の
は
「
中
老
座
」
で
あ
り
、

こ
こ
に
は
踊
り
の
中
心
を
担
う
、「
羽
踊
座
」

「
組
座
」「
地
揺
（
ズ
ー
ニ
ン
）
座
」「
獅
子
座
」

「
狂
言
座
」「
笠
座
」「
支
度
（
ス
タ
フ
）
座
」

「
幹
人
座
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
踊
り
や
、
衣

装
の
支
度
、
経
理
等
を
担
当
す
る
座
が
8
つ

あ
り
ま
す
。
各
座
に
は
必
ず
年
長
者
が
指
導

に
つ
い
て
年
少
者
の
踊
り
や
座
の
運
営
の
指

導
に
あ
た
り
、
踊
り
の
1
か
月
前
程
か
ら
準

備
・
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。

八
月
踊
り
の
1
日
目
は
「
仲
筋
字
の
正
日

（
シ
ョ
ウ
ニ
ツ
）」
で
、
仲
筋
字
の
住
民
た
ち

が
塩
川
字
の
住
民
た
ち
を
踊
り
会
場
に
招
待

し
、
自
身
の
字
の
踊
り
を
見
て
い
た
だ
く
日

と
な
り
ま
す
。
明
け
て
2
日
目
は
「
塩
川
字

の
正
日
」
で
、
昨
日
と
は
逆
に
、
塩
川
字
が

仲
筋
字
を
招
待
す
る
日
で
す
。
最
終
日
の
3

日
目
は
、
各
字
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
字

の
踊
り
を
楽
し
み
ま
す
。
3
日
目
に
は
、
ど

ち
ら
の
字
の
踊
り
も
見
た
い
！
と
ば
か
り

に
、
両
字
の
会
場
を
行
き
来
す
る
人
の
姿
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

八
月
踊
り
の
流
れ

踊
り
は
、仲
筋
字
は
「
土
原
（
ん
た
ば
る
）

ウ
ガ
ン
」、塩
川
字
は「
ピ
ト
ゥ
マ
タ
ウ
ガ
ン
」

で
行
わ
れ
、
踊
り
の
日
の
早
朝
に
は
各
会
場

の
拝
所
に
お
神
酒
と
料
理
を
お
供
え
し
、
今

年
の
豊
年
に
感
謝
し
、
来
年
の
豊
穣
の
祈
願

▲�
塩
川
字
の
「
支
度
（
ス
タ
フ
）
座
」。
獅
子
舞
が
出
番
を
待
つ
。

▲色鮮やかな塩川字の「支度座」の衣装。 ▲仲筋字。踊り前日の最後の練習風景。
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を
行
い
ま
す
。
他
に
も
島
内
に
あ
る
各
御
嶽

を
巡
り
、
同
じ
よ
う
に
豊
年
祈
願
を
し
て
か

ら
、
午
前
10
時
頃
に
演
目
が
始
ま
り
ま
す
。

午
前
10
時
頃
に
始
ま
っ
た
踊
り
の
終
了
は

午
後
８
時
半
前
後
と
、
毎
日
か
な
り
の
長
丁

場
と
な
り
ま
す
。
そ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
演

者
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
わ
り
舞
台
に
立
ち

ま
す
。
観
覧
さ
れ
る
方
々
は
、
お
弁
当
や
飲

み
物
を
持
ち
込
ま
れ
、
１
日
中
会
場
で
過
ご

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

踊
り
は
「
総
引
き
」
と
い
っ
て
、
当
日
の

演
者
全
て
の
顔
見
世
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
全

員
が
舞
台
を
１
周
し
観
客
に
顔
見
世
を
行
っ

た
後
、
獅
子
舞
が
舞
い
、
舞
台
を
清
め
て
か

ら
演
目
に
入
り
ま
す
。
踊
り
の
演
目
は
字
ご

と
に
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、
獅
子
舞
の
後
に

「
棒
踊
り
」、
そ
の
後
「
若
衆
踊
り
（
主
に
中

学
生
男
子
）」「
女
踊
り
（
中
学
生
～
青
年
女

性
）」「
二
才
踊
り
（
青
年
）」「
狂
言
（
踊
り

の
合
間
に
演
じ
ら
れ
る
寸
劇
）」
の
流
れ
を

各
３
回
繰
り
返
し
た
後
、「
組
踊
（
沖
縄
風

の
オ
ペ
ラ
に
似
た
劇
）」
へ
と
続
く
流
れ
は
、

ど
ち
ら
の
字
も
同
じ
で
す
。

す
べ
て
の
踊
り
の
最
後
に
も
う
１
度
、
夜

の
「
総
引
き
」
が
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
最

初
の
総
引
き
と
は
ま
た
違
い
、
演
者
の
皆
さ

ま
が
「
頑
張
っ
た
！
」「
や
り
遂
げ
た
！
」

と
い
う
感
じ
の
と
て
も
清
々
し
い
顔
で
、
客

席
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。
演

者
も
客
席
も
み
ん
な
一
緒
に
盛
り
上
が
る
、

こ
の
伝
統
的
な
踊
り
を
、
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
特
産
品
の
継
承
と
観
光

現
在
、多
良
間
島
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な「
手

仕
事
」「
特
産
品
」
に
関
わ
る
住
民
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、
自
身
の
作

品
を
島
外
で
販
売
し
、知
名
度
を
上
げ
た
い
、

ま
た
は
「
自
身
の
作
品
が
島
外
で
ど
の
よ
う

な
評
価
を
受
け
る
の
か
を
知
り
た
い
」
と
、

積
極
的
に
島
外
へ
伝
統
文
化
を
売
り
込
ん
で

い
き
た
い
と
い
う
気
概
を
持
た
れ
て
い
る
方

も
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
、
手
始
め
と
し
て
島
内
の
観

光
協
会
の
物
販
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
「
す
ま
む

ぬ
た
ら
ま
」に
て
作
品
の
展
示
・
販
売
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
種
類
は
「
月
桃
の
葉
で
編
ん

だ
か
ご
や
お
守
り
」「
苧
麻
を
利
用
し
た
ピ

▲塩川字の「若衆踊り」。中学生男子が演じる。 ▲塩川字の「女踊り」。中学生・青年女性が演じる。

▲仲筋字の「二才踊り」。「笠座」の青年が舞う。

▲�仲筋字の「福禄寿」　若衆踊り・女踊り・二才踊りの
演者が集合する。

▲仲筋字の八月踊り。獅子舞で舞台を清めてから踊りが始まる。
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ア
ス
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
」「
数
珠
玉
（
す
だ
ま
）

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」「
た
ら
ま
花
染
の
シ
ョ
ー

ル
」
等
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
内
地
に
は

な
い
植
物
と
い
う
珍
し
さ
か
ら
、
女
性
を
中

心
と
し
た
観
光
客
が
手
に
取
り
、
ま
た
購
買

し
て
い
る
姿
を
多
く
見
か
け
ま
す
。

40
代
半
ば
の
制
作
者
で
、
実
際
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
自
身
の
作
品
紹
介
お
よ
び
島
外
の
人
た

ち
へ
多
良
間
島
の
伝
統
的
な
工
芸
品
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の

方
と
島
外
の
方
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
協
働

し
、
島
外
で
手
仕
事
を
披
露
・
販
売
す
る
場

と
し
て
、
令
和
４
年
９
月
か
ら
長
野
県
木
曽

町
で
開
催
さ
れ
る
「
木
曽
の
手
仕
事
市
」
へ

の
出
店
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
９
月
に
行

わ
れ
る
こ
の
手
仕
事
市
は
、
日
本
全
国
か
ら

も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ク
ラ
フ
ト（
手
仕
事
）

作
家
が
集
い
、
各
々
自
慢
の
作
品
を
展
示
販

売
す
る
場
で
あ
り
、
例
年
県
外
か
ら
も
多

数
の
観
光
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
有
名
で
、

毎
年
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
９
日
・
10
日
に
開
催
さ
れ

た
昨
年
の
手
仕
事
市
に
は
、
島
内
の
40
代
の

女
性
織
物
作
家
の
方
が
、「
自
身
の
商
品
の

反
応
・
評
価
を
知
り
た
い
」
と
の
こ
と
で
同

行
さ
れ
ま
し
た
。
鮮
や
か
な
染
色
の
織
物
に

足
を
止
め
て
み
て
い
た
だ
け
る
方
も
多
く
、

と
て
も
収
穫
が
あ
っ
た
、
ま
た
来
年
も
出
し

た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
滞
在
中
は
木
曽
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
方
の
ご
厚
意
で
、
木
曽
町
で
活
動

す
る
有
志
の
「
織
り
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が

活
動
す
る
工
房
を
見
学
し
、
意
見
を
交
わ
す

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
よ
り
多
く
の

島
内
作
家
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
多

良
間
の
手
仕
事
」
の
発
信
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
島
外
向
け
で
は
な
く
島
内
に
て
販

売
を
さ
れ
た
い
と
い
う
ご
意
向
を
持
っ
た
作

家
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う

し
た
方
々
の
技
術
や
知
識
が
埋
も
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
対
応
も
、
今
後
必
要
と

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

方
々
は
総
じ
て
60
代
以
上
の
方
が
多
数
で
、

技
術
を
伝
え
て
い
く
た
め
の
後
継
者
の
育
成

等
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
か
を
検
討
中

で
す
。

現
在
、「
も
の
づ
く
り
体
験
を
組
み
込
ん

だ
ツ
ア
ー
の
造
成
」
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

私
も
旅
行
が
趣
味
で
、
日
本
全
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
へ
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
名
所
旧

跡
を
見
て
回
る
だ
け

の
観
光
」
よ
り
も
、

「
自
分
で
手
を
動
か

し
て
何
か
を
作
る
体

験
型
観
光
」の
方
が
、

圧
倒
的
に
充
実
度
の

高
い
旅
行
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
普
段
と
違
う
場
所

（
非
日
常
）」
で
「
普

段
は
で
き
な
い
体
験

（
島
民
の
生
活
）」
を

す
る
と
い
う
こ
と
に

よ
る
、
不
思
議
な
感

覚
が
生
み
出
す
効
果

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

多
良
間
の
手
仕
事
作
家
の
方
は
、
個
人
と

し
て
作
品
を
作
ら
れ
て
い
る
方
が
多
い
た

め
、
少
人
数
で
の
体
験
で
あ
れ
ば
（
事
前
予

約
制
に
す
る
等
の
工
夫
は
必
要
）、
十
分
に

「
離
島
で
の
も
の
づ
く
り
体
験
」
を
提
供
で

き
う
る
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
そ
う
し
た
ツ
ア
ー
を
、
私
が
現
在
実

施
し
て
い
る
「
島
の
史
跡
ガ
イ
ド
」
等
の
ツ

ア
ー
の
一
部
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
も
可
能

で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
よ
り
「
島
の
伝

統
文
化
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

ま
た
「
こ
の
伝
統
文
化
を
学
び
た
い
」
と
、

伝
統
文
化
の
後
継
者
が
そ
の
な
か
か
ら
出
て

く
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
実
際
、
前
述

し
た
女
性
織
物
作
家
の
方
は
、
多
良
間
へ
織

物
・
染
物
を
習
い
に
来
ら
れ
て
、
そ
の
ま
ま

定
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
伝
統
行
事
」、「
伝
統
工
芸
」
を
非
常
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
の
島
で
、
観
光
客
の
皆

さ
ま
に
は
「
旅
行
（
非
日
常
）
の
な
か
に
あ

る
日
常
（
島
民
の
生
活
）」
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
全
国
的
に
は
ま
だ
知
名
度
も
あ
ま

り
な
い
こ
の
島
の「
フ
ァ
ン
」「
リ
ピ
ー
タ
ー
」

に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
、「
何
に
も
な
い
よ
う
に
見

え
る
け
ど
、な
ん
で
も
あ
る
島
」に
降
り
立
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
県
多
良
間
村

�

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

登　

彰
子

▲

�

木
曽
の
手
仕
事
市
で
販
売
し
た
苧
麻
の
草
木
染
な
ど
の
作
品
。�

�

鮮
や
か
な
染
色
に
足
を
止
め
る
方
も
多
か
っ
た
。

▲�木曽の手仕事市で販売したあだん編み・月桃編みのお守
りカメさん。中に塩が入っており魔除けの意味を持つ。

第3277号9　2024年（令和 6年） 4月15日

フォーラム

（第三種郵便物認可）町 村 週 報

p06-09 3277 フォーラム_西部_沖縄県多良間村.indd   9p06-09 3277 フォーラム_西部_沖縄県多良間村.indd   9 2024/04/15   17:30:142024/04/15   17:30:14



　地方公共団体の経営・財務マネジメントを強化し、財政運営の質の向上を図るため、総務省と地方公共団体
金融機構の共同事業として実施している「地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業」について令和６
年度も支援分野を拡充して実施しています。ぜひご活用ください。

① アドバイザーの謝金・ 旅費は、地方公共団体金融機構が負担し、直接支払います。
② �アドバイザーは、自治体職員・OB、公認会計士、医師、学識経験者等の専門的人材が務め、それぞれの団体が選択

します。

　令和５年度は約 900 件・2,600 回を超える派遣を行い、ご活用いただいた団体からは、�「予算措置なしでアドバイスを
受けられることはありがたい」�「標準化 PMOへの入力を予定より早いスケジュールで進めることでき、時間に制約があ
る標準化に向けた作業が大幅に進み助かった」といった声をいただいています。それぞれのニーズに応じて、ぜひご活
用ください。

● 令和６年度は切れ目なく申請を受け付けます。
● �支援決定は残り３回（７月・10 月・１月）を予定しています。
※�本事業は、当初の申請受付後において、随時、派遣日時等の変更申請を受
け付ける仕組みとしています。したがって、本事業の活用が見込まれる場
合には、大まかな見通しに基づく計画ベースで申請を行っていただいて差
し支えありません。また、支援決定前であっても、申請内容の確認ができ
たものは、内示を行うことで事業実施可能となっております。

● �JFMホームページにおいて、
「実施の手引き」など、関係
資料を掲載中！

● �活用事例も紹介しています。
ぜひご確認ください。

※�申請に際しては、本事業のWebシステムをご利用いただきます。
使い方等については、下記HPで公表しているマニュアルを参考
にしてください。

▼　地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業
経営・財務マネジメント強化事業 検索

https://www.jfm.go.jp/support/development/keieizaimu.html

お問い合わせ先

（１）支援分野　※⑦は啓発・研修事業のみで実施

アドバイザーを派遣する支援分野
① 公営企業・第三セクター等の経営改革に関すること
　・DX・GXの取組　・経営戦略の改定・経営改善
　・公立病院経営強化プランの改定・経営強化の取組
　・上下水道の広域化等　・第三セクターの経営健全化

② 公営企業会計の適用に関すること

③ 地方公会計の整備・活用に関すること

④ �公共施設等総合管理計画の見直し・実行に関すること（公共
施設マネジメント）

⑤ 地方公共団体のDXに関すること
　・情報システムの標準化・共通化
　・DX の機運醸成（拡充）
　・外部デジタル人材の確保（拡充）
　・セキュリティ対策（拡充）　　等

⑥ 地方公共団体の GX に関すること（拡充）
　・地域共生・地域裨益型再エネの立地
　・脱炭素型まちづくり　等

⑦ 首長・管理者向けトップセミナー

（2）支援の方法
市区町村・公営企業に対して継続的に派遣

課題対応
アドバイス
事業

市区町村・公営企業が直面する課題に対して、
当該課題の克服等、財政運営・経営の改善に向
けたアドバイスを必要とする場合に団体の要請
に応じて派遣

課題達成
支援事業

政策テーマの実施に当たり、知識・ノウハウが
不足するために達成が困難な市区町村・公営企
業に、技術的・専門的な支援を行うために派遣

都道府県に対して派遣
啓発・
�研修事業

都道府県が市区町村・公営企業の啓発のため、
支援分野の研修を行う場合に派遣

令和6年度　地方公共団体の経営・財務
マネジメント強化事業を拡充しました！

地方公共団体金融機構

本事業のポイント

活用団体の声

１ 事業概要

2 申請期間（2月末～ １2月末）

☎ 地方支援部 調査企画課：03-3539-2676   　📧 chihoushien@jfm.go.jp 
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
平
成
28
年
（
2
0
1
6
年
）、
白
川
町
合
併

60
周
年
を
記
念
し
て
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
ロ
ゴ
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
一
般
公
募
し
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明
治
時

代
に
盛
ん
だ
っ
た
「
地
歌
舞
伎
」
が
大
好
き

な
子
狸
が
、
不
思
議
な
お
茶
の
葉
っ
ぱ
の
お

か
げ
で
願
い
が
叶
い
、
歌
舞
伎
役
者
の
姿
に

な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
誕
生

し
た
の
が
「
茶
桧
右
ヱ
門
」
で
す
。
歌
舞
伎

役
者
の
い
で
た
ち
に
、
お
で
こ
に
は
白
川
茶

の
葉
っ
ぱ
を
載
せ
、
手
に
は
町
特
産
の
ヒ
ノ

キ
の
銘
木
「
東
濃
桧
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

子
狸
が
変
身
し
て
「
茶
桧
右
ヱ
門
」
に
な
っ

た
の
で
、
実
は
尻
尾
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
見
え
て

い
る
の
だ
と
か
。
現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
「
茶

桧
右
ヱ
門
」
は
、
町
民
の
深
い
思
い
か
ら
復

活
を
遂
げ
た
「
地
歌
舞
伎
」
は
も
ち
ろ
ん
、

白
川
町
の
P
R
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
御
杖
村
は
第
3
次
長
期
総
合
計
画
で
「
や

す
ら
ぎ
」「
魅
力
」「
自
律
」
の
3
目
標
を
杖

に
例
え
て
、“「
み
っ
つ
の
杖
」
で
魔
法
を
か

け
る
む
ら
づ
く
り
”
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
「
つ
え
み
ち
ゃ
ん
」
で
す
。
天

照
大
神
を
奉
る
土
地
を
探
し
て
い
た
倭
姫
命

が
候
補
地
の
し
る
し
に
杖
を
置
い
て
い
っ
た
、

と
い
う
同
村
に
伝
わ
る
伝
説
や
、
豊
か
な
自

然
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
女
の
子
で
、
髪
型
と
胸

元
の
ブ
ロ
ー
チ
で
３
本
の
杖
を
表
現
し
て
い

ま
す
。
県
内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
方
に
御

杖
村
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
御

杖
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕

生
し
た
「
つ
え
み
ち
ゃ
ん
」。
平
成
22
年

（
2
0
1
0
年
）
10
月
か
ら
、「
御
杖
村
観
光

P
R
大
使
」
に
任
命
さ
れ
、
全
国
的
に
御
杖

村
の
認
知
度
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
村
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
P
R
活
動
に
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

8月31日生まれ。新鮮とれたての0歳。さっぱり
とした性格。趣味は日光浴と野菜の栄養を検索
すること。独特な香りで心を落ち着かせる特技
を持つ。水浴びが大好きだが、蒸し暑い夏は苦
手。好きな言葉は「高原の恵み」。

9
月
30
日
生
ま
れ
の
男
の
子
。
1
3
2
歳
。
趣
味
も
特
技
も
地
歌

舞
伎
。
実
は
元
々
、
地
歌
舞
伎
が
大
好
き
な
子
狸
だ
っ
た
が
、
願

い
が
叶
っ
て
今
の
姿
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
地
歌
舞
伎
の
衰
退
と

と
も
に
姿
を
見
せ
な
く
な
っ
た
が
、
地
歌
舞
伎
の
復
活
を
機
に
よ

み
が
え
っ
た
。

6月1日生まれ。永遠の3歳。心優しい女の
子。手に持った魔法の杖で、御杖村を訪れ
るみんなに癒しの魔法をかけてくれる。
チャームポイントは「杖」の形になった髪
の毛。

　
原
村
は
、
標
高
約
9
0
0
m
～
1
、4
0
0
m

の
八
ヶ
岳
西
山
麓
の
高
原
地
帯
に
広
が
っ
て

い
る
た
め
、
夏
は
湿
度
が
低
く
さ
わ
や
か
で

す
。
こ
の
気
候
を
利
用
し
て
レ
タ
ス
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
の
高
原
野
菜
の

栽
培
が
盛
ん
で
、
中
で
も
「
セ
ロ
リ
」
の
生

産
高
は
日
本
一
を
誇
り
、村
の
特
産
品
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
風
土
か
ら
生
ま
れ
た「
セ

ロ
リ
ン
」
は
、
平
成
12
年
（
2
0
0
0
年
）

の
21
世
紀
原
村
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
を
記

念
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
い
つ
も
明
る
く
元

気
い
っ
ぱ
い
に
話
す
「
セ
ロ
リ
ン
」
で
す
が
、

野
菜
に
関
す
る
知
識
や
地
域
の
魅
力
を
伝
え

る
際
に
は
、
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
言
葉
遣

い
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
同
時
期
に
誕
生
し

た
原
村
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ヤ
ッ
ピ
ー
」や「
ピ

カ
タ
ン
」
と
一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
原
村
の

地
域
活
性
化
や
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。
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ロ
リ
ン

原
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

御
杖
村
観
光
P
R
大
使

中
ブ
ロ
ッ
ク
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わ
が
町
「
直
島
町
」
は
、
瀬
戸
内
海
に

浮
か
ぶ
27
の
島
々
（
う
ち
、
有
人
島
は
３

島
。）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
町
で
す
。
美

し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら
し
い
環
境

の
も
と
、
県
下
有
数
の
工
業
・
水
産
業
・

観
光
業
等
の
主
要
産
業
が
活
発
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
世
界
か
ら
元
気
な
町
と
し
て
注

目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
第
二
次
産
業
と
第
三

次
産
業
は
活
気
に
溢
れ
て
お
り
、
第
二
次

産
業
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
発
展
の
源
で
あ

る
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
㈱
直
島
製
錬
所
が
大

正
６
年
の
操
業
か
ら
１
０
０
年
を
超
え
、

銅
・
金
・
銀
等
の
生
産
量
は
日
本
国
内
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
近
年
で
は
、
豊
島
廃
棄
物
等
処

理
事
業
へ
の
協
力
・
受
け
入
れ
の
際
に
策

定
し
た
“
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
な
お
し
ま
プ

ラ
ン
”
が
国
の
承
認
を
受
け
、
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
開
始
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
廃

基
板
類
〔
金
銀
滓
（E-S

crap

）〕
や
廃

自
動
車
や
廃
家
電
製
品
を
細
か
く
裁
断
し

た
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
・
ダ
ス
ト
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
原
料
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、銅
・

金
・
銀
等
の
有
価
金
属
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
強
力
に
推
進
し
、
今
で
は
世
界
有
数

の
処
理
量
を
誇
る
ま
で
発
展
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
原
材
料
を
焼
却
・
熔
融
す

る
際
に
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

収
・
利
用
（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
）
す

る
な
ど
、
日
本
の
循
環
型
社
会
の
実
現
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

第
三
次
産
業
で
は
、
観
光
業
が
盛
ん
で

“
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
〔
㈱
ベ

ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、（
公
財
）

福
武
財
団
な
ど
〕”
に
よ
る
文
化
・
ア
ー

ト
活
動
が
世
界
中
に
広
ま
り
、
今
で
は
国

内
の
み
な
ら
ず
世
界
中
か
ら
年
間
50
万
人

以
上
の
観
光
客
が
訪
れ
る
国
際
色
豊
か
な

世
界
有
数
の
観
光
地
へ
と
発
展
を
遂
げ
て

い
ま
す
。

来
年
は
、
第
６
回
目
と
な
る
「
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
」
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
期
間

中
は
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
開
催
時
期

が
重
な
る
こ
と
や
、
７
月
に
は
香
川
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
」
な
ど
、
文
化
・
芸
術
に
関
係

が
深
い
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
記
録
し
た
年
間
約
75
万
人

の
来
訪
者
数
を
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
直
島
を
訪
れ
る
外
国
人
の
方

の
割
合
も
今
で
は
６
割
か
ら
７
割
程
度
と

年
々
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
町
と
し
ま
し
て
は
、
訪
れ
る
観
光
客

の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
頂
き
、
ま
た
訪
れ

て
も
ら
う
た
め
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も

に
、
こ
の
機
会
を
「
瀬
戸
内
の
国
・
直
島

（
Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）」
を
世
界
に
向
け

て
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
主
要
魚
種

で
あ
る
ハ
マ
チ
や
海
苔
の
養
殖
は
県
内
有

数
の
規
模
を
誇
っ
て
お
り
、ハ
マ
チ
は「
直

島
ハ
マ
チ
」
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
食

の
安
全
に
対
す
る
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
い
る
な
ど
、
町
と
し
ま
し
て
も
引
き
続

き
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
根
差
し
た
地
場
産

業
の
発
展
に
注
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
直
島
町
は
、
本
年
（
令
和
６
年

度
）
町
政
施
行
70
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
記
念
式
典
の
開
催
の
ほ
か
、

町
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
等
に
彩
り
を
加
え
、
大
い
に
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
大
き
な
節
目
を
契
機
に
、
こ
の
活
力

あ
る
直
島
を
“
次
世
代
”
さ
ら
に
は
“
そ

の
次
の
世
代
”
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

先
述
の
「
地
場
産
業
の
振
興
」
の
み
な
ら

ず
、
移
住
・
定
住
対
策
や
子
育
て
支
援
、

高
齢
者
の
生
活

支
援
、
地
域
交

通
の
強
化
な
ど

「
生
活
基
盤
の

整
備
強
化
」
に

つ
な
が
る
施
策

を
進
め
、
よ
り

魅
力
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
て

い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

当
町
は
、
人

口
約
３
、
０
０

０
人
弱
の
小
さ

な
島
の
自
治
体

と
い
う
不
利
な

条
件
下
に
あ
り

ま
す
が
、
私
は

こ
の
条
件
を
プ

ラ
ス
要
素
と
捉

え
、
行
政
と
住
民
・
民
間
事
業
者
が
密
に

連
携
し
、
一
体
と
な
っ
た
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
「
明
る
く
元
気
な
町
」「
安

心
し
て
住
め
る
町
」「
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
夢
を
持
て
る
町
」
の
実
現
に
向
け

て
、
地
域
の
課
題
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し

て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
な
ま
ち
の
創
生

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
来
年
開
催
さ

れ
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
の
期
間
以
外
で
も
、

直
島
の
魅
力
は
い
つ
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
皆
さ
ま
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

▲

町
章
　
島
つ
つ
じ

▲

宮
浦
港
か
ら
空
撮

明
る
く
元
気
な
町
・
安
心
し
て
住
め
る
町
・
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
夢
を
持
て
る
町
を
目
指
し
ま
す
。

小こ

林ば
や
し　

眞し
ん

一い
ち

香
川
県
直な

お

島し
ま

町
長
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